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基礎物理化学B 2011年度後期月曜・第 5限 期末試験問題 担当教員 熊崎茂一

●問1: 次の原子オービタルに関する説明文を読み、空欄[需ア赫]～ [士士ナ士可にふさわしい言葉、
数式、数字を答えよ。その際、文中に現れる記号、表記法に従うこと。解答欄[需セ士す]では計算過

程を記せ。それ以外の各解答に理由を述べる必要は無い。<なるべくNo.1の解答欄に記せ>
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いる時のエネルギーをゼロとして、水素原子の基底状態のエネルギーをプランク定数力、真空の誘

電率 ど0, 電気素量θ(>0),[辮ア士す]と [森イ■■の換算質量μlで表すと

t=[**工 **]=一乃θ亀

である。ここでcは光速であり、島 は[需オ需]である。

基底状態の水素原子のイオン化エネルギー」を表すと

(式 1-1)
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これらの物理定数から必要なものを選んで

f=[**力 **]代 1-2)

である。

水素原子を含め[需ア需]を 1個 しか持たない一般の原子 (イオンも含む)(水素型原子)に |

ついては(式 1-1)で用いた定数以外に[需キ需]中の[需イ霜]の数、すなわち原子番号 Zを [需キ士士]
の電荷のおおきさん として取り入れると正確なェネルギーが求められる。水素型原子の[士士ア士±1■キ

の波動関数を原子オービタル (A01原子軌道)と呼ぶ。同一のコでも複数の AOが存在すること
がある。同一の″ではエネルギーが同じなので、このような複数のAOはF警ク需]しているという。
これ ら複数の AOは [燥ケ轟]量子数 」と[漱コ需]量子数 ″ で区別 される。[需ケ需]量子数 ノ は次の
範囲の全ての整数 とな り得 る。
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さらにノ の値に応じて、[士すコ需]量子数″は次の範囲の全ての整数となり得る。

―に      し
[**シ
**]≦ ″≦[**ス

**](式 1-4)

一 つ の CDの 組 に 一 つ の AOが 存 在 す る か ら 、 同 一 の コ で [需 ク
需
]し て い る AOは [需 セ

需
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する。 レ|(1こ t、

複数の[需ア需]を持つ原子やそのイオンでは、同じ量子数 コでも[需ケ需]量子数 ノ が異なる

AOのエネルギーをf=0,1,2,3について島,0,ム,1,ム,2,几,3と表すとすれば、それらの間には次の
ようなエネルギー

?高
低関係がある。
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